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八杉－小田による Two Wise Girls パズルの解明は、古典論理を必要とする。とくに、シ
ークエントの右辺に複数の論理式が表れる必要がある。他方、M. Sadrzadeh による 

Muddy Children パラドックスは、直観主義論理で解明できてしまう。この差は、どこか
ら来るのか、考察する。さらに、部分構造論理が経験科学に適用される領域を幾つか指

摘し、そのうえで、論理法則は経験からのデータにより改訂される可能性があるか否か

について、現在の状況の点検を試みる。 
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